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安
曇
野
市
×

  
あ
ず
さ
マ
ル
シ
ェ

声掛けをすればブースに足を向け

てくれる。 安曇野の農産物の売り

込みは大きな声で宣伝すると強い

効果を感じました。

丸山隆也委員

アンケートを通じて来場者と交流

し、 にぎやかで温かい雰囲気を共

有できた貴重な体験でした。

降籏治喜委員

アンケート結果

農産物をネットで購入しますか？

　ネットでは購入せず、 スーパーや八百屋で購入する方

多くいました。 また、 若い方や首都圏のスーパーなどで

は購入ができないもののみネットで購入するという方も

いました。

市場へのアクセスのため、 生産量の確保が必要。

また、 ネットでの購入では購入時の評価手段が限ら

れているため、 受注の際に見本として農産物の写

真を添付する等、 工夫すると良いと思われる。

「風さやか」 は首都圏ではまだ珍しい。 銘柄を気に

して購入される方もいるので美味しさを発信し続け

ていけば知名度も追いついてくると思われる。

収穫 ・ 発送 ・ 市場の体制が確立され、 一定期間継

続していく必要があると思われる。

都内のスーパー等と直売コーナーを契約確保する

などして、 安曇野産のおいしい農産物がいつでも

買える場所があればよいと思われる。
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お米は決まった銘柄等を購入していますか？

　ほとんどの方はこだわりがない傾向でしたが、 銘柄等

を気にされる方もいました。 例えば、銘柄は山形つや姫・

新之助などがあり、 品種ではコシヒカリ ・ ササニシキな

どと言った声がありました。

スイートコーン販売の様子

安曇野産の朝採れスイートコーンは初めて

購入しましたか？

　初めて購入された方が半数以上でした。 以前に購入し

たことのあるリピーターもいました！

安曇野産の農産物で他に購入したいもの

は何ですか？

・ ぶどう	 ・ わさび	 ・ 米

・ もも	 ・ りんご	 ・ とうもろこし

・梨	 ・ きのこ　　　　　　　　　etc. 安曇野市で何がしたいですか？

　観光・キャンプやグランピングなどのアウトドア・食事・

アクティビティなどがありました。

　令和７年９月６日、 ７日の２日間、 JR新宿駅ミライナタワー改札外 （ニュ

ウマン新宿２F エントランス前） にて、 「安曇野市×あずさマルシェ in 

LUMINE AGRI MARCHE」が開催されました。当日の朝収穫したスイー

トコーンの直送販売のほか、 市内の出展者による特産品の販売や安曇野

のPRブースなどがありました。

　今回、 農業委員会では、 首都圏などにお住まいの方の声を聞くことを目

的に、 来場者へのアンケート調査を実施しました。
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白ゴマ

エゴマ

黒ゴマ

楽
し
む農

業
経
営

合
同
会
社

信
州
安
曇
野
エ
ゴ
マ
友
の
会

副
代
表　
尾
澤 

伸
一
さ
ん（
76
歳
）

（
明
科
七
貴
）

経
営
面
積
70
ａ

耕
作
物　
エ
ゴ
マ
を
中
心
に
白
ゴ
マ・

　
　
　
　
黒
ゴ
マ

Ｑ
１
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
エ
ゴ
マ
栽
培
を
始
め
た
経
緯

は
何
で
す
か
。

Ａ
１
区
の
役
員
務
め
が
き
っ
か
け
と
な
り
荒
廃
農

地
の
広
が
り
を
目
の
当
た
り
に
し
何
か
し
な
く
て
は

と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

Ｑ
２
エ
ゴ
マ
を
栽
培
か
ら
加
工
品
生
産
・
販
売
に

発
展
し
た
理
由
と
苦
労
話
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
２
エ
ゴ
マ
は
シ
ソ
科
の
１
年
草
で
生
命
力
が
強

く
、
荒
廃
地
で
の
栽
培
可
能
性
を
聞
い
た
か
ら
で
す
。

数
十
年
前
ま
で
は
日
常
的
な
食
材
で
、
健
康
食
品
と

し
て
多
く
の
農
家
で
自
家
用
に
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
ま
せ
ん
が
、
昔
か
ら
貴

重
な
健
康
食
材
で
し
た
。
こ
れ
が
加
工
品
生
産
か
ら

販
売
ま
で
手
掛
け
て
き
た
背
景
で
す
。

　

小
さ
な
粒
故
に
手
作
業
が
中
心
で
大
変
で
す
が
、

昔
な
が
ら
の
作
業
を
仲
間
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
農

業
は
全
く
の
素
人
で
す
。
先
輩
の
方
々
か
ら
、
そ
し

て
エ
ゴ
マ
マ
イ
ス
タ
ー
の
助
言
を
得
て
歩
ん
で
き
て

い
ま
す
。

　

エ
ゴ
マ
の
種
は
小
粒
の
た
め
、
種
ま
き
・
移
植
・

収
穫
・
脱
穀
・
仕
分
け
・
洗
浄
と
細
か
い
仕
事
が
続

き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
搾
油
を
終
え
鮮
や
か
な
色
合

い
に
姿
を
変
え
た
商
品
を
見
る
と
苦
労
を
忘
れ
ま
す
。

　

お
陰
様
で
エ
ゴ
マ
油
等
の
製
品
は
各
所
直
売

所
、
安
曇
野
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
や
銀
座

N
A
G
A
N
O
(

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ)

等
で
お
取
扱
い

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
今
後
の
活
動
目
的
・
目
標
・
理
念
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ
３
単
独
で
の
農
業
経
営
は
成
り
立
た
ず
、
地
域

の
人
と
人
と
の
繋
が
り
や
、
仲
間
と
共
同
の
力
が
必

要
で
す
。
農
業
の
喜
び
と
楽
し
み
を
共
有
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

南
安
曇
農
業
高
校
で
は
当
方
か
ら
提
供
し
た
エ
ゴ

マ
で
飼
育
し
た
鶏
か
ら
α
リ
ノ
レ
ン
酸
（
必
須
脂
肪

酸
）
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
が
学
園
祭
で
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
今
後
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
期
待

が
高
ま
り
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
荒
廃
農
地
・
遊
休
農
地
へ
の
対
応
・

地
域
農
業
の
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
友
の
会
副

代
表
ま
で
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。―

細
萱　

美
嗣
委
員
―
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安
曇
野
の
魅
力
っ
て

安
曇
野
の
魅
力
っ
て

な
ん
だ
ろ
う

な
ん
だ
ろ
う

今
あ
る
姿
を
守
り
抜
く
た
め
に

今
あ
る
姿
を
守
り
抜
く
た
め
に

こんにちは。 みずんだよ♪

今年の紅葉はとても綺麗だね。 お散歩していたら素敵な

花畑を見つけたよ。 少しお邪魔してみようっと。

現
在
、
安
曇
野
市
・
松
本
市
近
郊
に
は
他
県
か
ら
移
住
さ
れ
農
業
を
や
る

方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
お
二
人
は
ど
う
い
う
き
っ
か
け
で
こ
ち
ら
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
？

山
崎
さ
ん
　
山
な
ど
の
自
然
に
近
い
と
こ
ろ
で
働
き
た
い
気
持
ち
が
あ

り
、
㈱
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ 

Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
が
素
敵
な
場
所
、
素
敵
な

農
業
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

山
下
さ
ん　

花
農
家
と
し
て
独
立
を
目
指
し
て
い
る
最
中
、
㈱
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ 

Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
に
研
修
生
と
し
て
入
社
が
決
ま
り
、
移
住
し
ま

し
た
。

安
曇
野
に
最
初
に
来
ら
れ
た
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
崎
さ
ん　

１
月
に
高
速
道
路
か
ら
安
曇
野
の
街
と
山
々
の
景
色
を
見
た

瞬
間
に「
こ
こ
な
ら
頑
張
れ
る
」と
確
信
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
山
が
近
く
、

美
し
く
、
山
好
き
の
私
に
と
っ
て
は
こ
の
土
地
で
暮
ら
せ
る
こ
と
が
夢
の

よ
う
で
し
た
。
地
元
を
離
れ
る
不
安
も
大
き
か
っ
た
で
す
が
、
そ
れ
も
吹

き
飛
ば
し
て
し
ま
う
素
晴
ら
し
い
景
色
に
、
涙
し
た
時
の
こ
と
は
一
生
忘

れ
ま
せ
ん
。

山
下
さ
ん　

美
し
い
山
々
と
の
ど
か
な
街
並
み
が
印
象
的
で
、「
こ
ん
な

に
美
し
い
田
舎
町
が
あ
る
の
か
…
」
と
た
だ
た
だ
感
動
し
ま
し
た
。

安
曇
野
に
移
住
さ
れ
、苦
労
し
た
り
、困
っ
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

山
崎
さ
ん　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
強
い
て
言
え
ば
雪
の
日
や
冷
え
込
ん

だ
日
の
朝
晩
の
車
の
運
転
が
怖
い
く
ら
い
で
す
。

山
下
さ
ん　

と
て
も
住
み
や
す
く
、
特
に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

強
い
て
挙
げ
る
な
ら
、
冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
こ
と
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
…
。

安
曇
野
の
最
大
の
魅
力
は
ど
ん
な
こ
と
か
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？

山
崎
さ
ん　

山
が
近
い
！
登
山
口
が
近
い
！
空
が
広
い
！
特
に
空
の
広
さ

に
関
し
て
は
、
山
際
か
ら
見
る
と
視
界
を
遮
る
も
の
が
な
い
た
め
、
よ
り

強
く
感
じ
ま
す
。

ア
ル
プ
ス
側
か
ら
見
下
ろ
す
安
曇
野
の
街
は
夜
も
夜
景
が
綺
麗
で
す
し
、

長
峰
山
も
大
好
き
で
す
。

山
下
さ
ん　

美
し
い
景
観
、
お
い
し
い
水
、
抜
群
の
住
み
や
す
さ
が
魅
力

で
す
。
畑
か
ら
見
下
ろ
す
街
並
み
が
本
当
に
美
し
く
、
観
る
た
び
に
感
動

し
ま
す
。

ここは穂高有明にある㈱YARI FLOWER FARM。
今シーズン最後のダリアの花々…魅力的な色のもと、 華や

かさと、 秋の女王と言われているように威厳とも感じられ

る存在感のあるお花だね。

県外より移住されている従業員のお二人にお話を聞いて

みたいと思います♪

山崎　千尋さん（37歳）

栃木県鹿沼市出身

（勤続３年）

山下　啓太さん（30歳）

新潟県新潟市出身

（勤続１年）
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安
曇
野
を
よ
り
発
展
し
魅
力
あ
る
街
に
す
る
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
崎
さ
ん　

既
に
十
分
魅
力
的
で
あ
る
が
故
、
何
も
言
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
出
身
地
で
あ
る
鹿
沼
市
に
頑
張
れ
！

と
言
い
た
い
く
ら
い
で
す
。

山
下
さ
ん　

こ
れ
以
上
は
あ
り
ま
せ
ん
！
程
よ
く
も
不
便
は
な

い
街
と
豊
か
な
自
然
、
美
し
い
景
観
を
守
り
続
け
て
ほ
し
い
で

す
。

日
々
の
業
務
の
中
、
仕
事
の
活
力
の
も
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
教

え
て
く
だ
さ
い
。

山
崎
さ
ん　

弊
社
の
特
色
の
一
つ
で
、〝
多
品
種
栽
培
〟
を
し
て

い
る
た
め
１
シ
ー
ズ
ン
の
中
で
咲
く
花
が
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
気
温
や
季
節
な
ど
自
然
の
変
化
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
、
様
々
な
花
た
ち
に
出
会
い
、
囲
ま
れ
て
働
け
る
の
は
や

り
が
い
の
一
つ
で
す
。
同
じ
品
種
の
花
で
も
色
や
咲
き
方
が
多

種
多
様
で
、
花
た
ち
の
個
性
や
生
命
力
に
は
い
つ
も
元
気
や
癒

し
を
も
ら
っ
て
い
ま
す

山
下
さ
ん　

春
に
は
ま
だ
種
や
苗
だ
っ
た
植
物
た
ち
が
日
に
日

に
大
き
く
な
り
、
花
を
咲
か
せ
る
。
そ
の
成
長
の
過
程
を
見
る

と
心
が
躍
り
ま
す
。
実
直
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、

尊
さ
を
感
じ
、
励
ま
さ
れ
る
毎
日
で
す
。

最
後
に
皆
さ
ん
の
ご
出
身
地
の
オ
ス
ス
メ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
！

山
崎
さ
ん　

イ
チ
ゴ
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。
お
土
産
で
お
渡
し

す
る
と
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す
！

山
下
さ
ん　

米
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
雪
下

人
参
、
な
す
、
枝
豆
な
ど
も
盛
ん
に
作
ら
れ
て
お
り
オ
ス
ス
メ

で
す
。
ま
た
、
ル
・
レ
ク
チ
ェ
と
い
う
希
少
な
西
洋
ナ
シ
の
栽

培
は
新
潟
な
ら
で
は
で
、
都
内
で
は
１
個
千
円
近
い
価
格
で
売

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
ち
ら
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

―
平
林　

明
美
委
員
―

楽しいお話が聞けて良かった♪

改めて安曇野って素敵なところ

だよね。 この素晴らしい自然の

豊かさをいつまでも残していき

たいね！

㈱ YARI FLOWER FARM について

「美しい花を美しく育てる」を信条に、冷涼な気候の安曇

野と、温暖な気候の沖縄を拠点として、主に露地栽培の

花を中心に約250種を栽培し、気候に合わせた花々を

全国に出荷しています。

現在13人の従業員・パート職員とともに安曇野の北ア

ルプスの麓にて花の美しさと魅力を全国にお届けして

います。

　

去
る
10
月
28
日
、
石
川
県
小
松
市
に
於
い

て
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の
農
業
委
員
会
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
、
富
山
、
福
井
、
新
潟
、
長
野
の
各

市
町
村
の
代
表
女
性
農
業
委
員
、
約
１
２
０

名
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

安
曇
野
市
か
ら
は
４
名
の
委
員
が
出
席
い
た

し
ま
し
た
。

　

全
国
で
農
業
の
担
い
手
不
足
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
は
Ｊ
Ａ
小
松
市
の

取
組
み
を
報
告
し
ま
す
。

　

小
松
市
は
北
陸
最
大
級
の
ト
マ
ト
産
地
で
、

後
継
者
不
足
の
課
題
を
打
破
す
る
た
め
に
、

ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
農

業
経
験
ゼ
ロ
の
人
に
農
業
の
基
本
の
「
き
」

か
ら
教
え
、
２
年
間
の
研
修
後
す
ぐ
に
ト
マ

ト
栽
培
で
独
立
で
き
る
よ
う
出
口
対
策
と
し

て
、
行
政
と
連
携
し
養
液
栽
培
用
ハ
ウ
ス
4

棟
を
安
価
で
レ
ン
タ
ル
、
就
農
後
も
決
し
て

「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
さ
せ
な
い
」
安
心
し
て
農

業
に
取
り
組
め
る
き
め
細
や
か
な
環
境
づ
く

り
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
参
加
者
の

経
歴
を
見
る
と
40
代
か
ら
50
代
後
半
で
、
左

官
業
・
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
な
ど
他
職
種
か
ら

挑
戦
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

安
曇
野
市
に
於
い
て
も
遊
休
農
地
を
増
や

さ
ず
に
、
農
地
を
次
世
代
に
繋
げ
る
事
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
業
や「
農

の
あ
る
暮
ら
し
」に
興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
安
曇
野
市
農
業
委
員
会

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。ー

渡
辺　

由
枝
委
員
ー

女
性
農
業
委
員
研
修
会
に

参
加
し
て
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安曇野市農業委員会だより

JAあづみ農地相談会を開催します
今年度より、 あづみ農業協同組合と合同で出張農地相談会を開催します。

「農地を貸したい・借りたい」 などの相談を、地域の農業委員や推進委員が JA職員と一緒にお聞きします。

事前申し込みは不要です。 ぜひお気軽にご参加ください。

農地に農業用施設＊を設置する場合は手続きが必要です

豊科豊科 穂高穂高

堀金堀金三郷三郷

手続きの流れ ＜農振農用地 （青地農地） の場合＞

①農振農用地の用途変更＜農政課　☎ 71-2427＞

　農用地から農業用施設用地へ変更する手続き

②農地転用

＜農業委員会　☎ 71-2497＞

・農地を農地以外のものにする手続き

＜建築住宅課　☎ 71-2243＞　※ ２a以上の場合

・安曇野市の適正な土地利用に関する条例 （土地利用条例） の手続き

・景観条例に関する手続き

事業着手

＊トイレ （簡易含む） の設置や、 駐車場として利用する場合も含みます。

※農振農用地以外 （白地農地） の場合は②の手続きからになります。

※農用地ごとに要件が異なりますので、 詳しくは関係各課へご相談ください。

日時：令和８年１月19日（月曜日）
　　　午後１時30分～４時30分
会場：豊科地域営農センター　２階会議室

日時：令和８年１月21日（水曜日）
　　　午後１時30分～４時30分
会場：三郷農村環境改善センター
　　　２階会議室

日時：令和８年１月22日（木曜日）
　　　午後１時30分～４時30分
会場：JAファームみどりの店　会議室

日時：令和８年１月20日（火曜日）
　　　午後１時30分～４時30分
会場：JA あづみ穂高支所　２階会議室

材質・面積問わず
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安曇野市農業委員会だより

農業委員会では、 農地の利用促進と遊休農地の解消を図るため、 農地の貸借

や売買希望の農地の情報を公開しています。 お気軽にお問い合わせください。

なお、 ここで紹介する情報は農地としての活用目的に限定されています。

令和７年５月以前の情報 ・最新情報は安曇野市ホームページでご確認ください。

【令和７年６月１日から令和７年10月31日まで】

貸したい・売りたい農地情報

安曇野市農業委員会事務局　TEL　0263-71-2497（直通）

大字 地番 面積
（㎡） 地目 売渡

希望
貸付
希望

豊科高家 1783-1 209 田 〇
豊科光 8410-1 1,333 田 〇
豊科光 8425 726.01 田 〇 〇
豊科南穂高 956-1 2022 田 〇
豊科南穂高 1140-1 128 田 〇
豊科南穂高 4636-1 2553 田 〇
豊科南穂高 4636-2 2043 田 〇
豊科南穂高 4691 3214 田 〇
穂高 2689-3 212 田 〇 〇
穂高 2690-1 310 田 〇 〇
穂高 4256-1 1344 田 〇 〇
穂高 4256-2 489 田 〇 〇
穂高 5000-4 1201 田 〇
穂高 5006-5 1338 田 〇
穂高 9074 1025 田 〇
穂高 9099 512 田 〇 〇
穂高有明 2949-1 68 田 〇
穂高有明 2949-12 1371 田 〇
穂高有明 3414 945 田 〇
穂高有明 3415-1 939 田 〇
穂高有明 3424の一部 943.44 田 〇
穂高有明 4146-1 1030 田 〇
穂高有明 4340-1 1097 田 〇
穂高有明 6123-1 3871 田 〇 〇
穂高有明 6124-1 4821 田 〇 〇
穂高有明 6192-2 1177 田 〇 〇
穂高有明 6196 897 田 〇 〇
穂高有明 6466 3075 田 〇 〇
穂高有明 6473-1 3024 田 〇 〇
穂高有明 7171 980 田 〇
穂高有明 7172-1 1010 田 〇
穂高有明 7380-1 1216 田 〇 〇
穂高有明 7380-2 9990 畑 〇 〇
穂高有明 7380-7 1414 田 〇 〇
穂高有明 7380-8 1380 田 〇 〇
穂高有明 9171 966 田 〇 〇
穂高有明 9186 635 田 〇
穂高有明 9196-1 914 田 〇

大字 地番 面積
（㎡） 地目 売渡

希望
貸付
希望

穂高有明 9213 999 田 〇
穂高有明 9214 808 田 〇
穂高有明 9215 455 田 〇
穂高有明 9256-1 1416 田 〇
穂高有明 9257-1 1244 田 〇
穂高有明 9258-1 1030 田 〇
穂高有明 9259 876 田 〇
穂高有明 9264 954 畑 〇
穂高有明 9626-1 895 田 〇
穂高有明 9627-1 1021 田 〇
穂高有明 10058 962 田 〇
穂高有明 10257-1 1026 田 〇
穂高有明 10258-1 973 田 〇
穂高有明 10259-1 934 田 〇
穂高有明 10261-1 955 田 〇
穂高柏原 2145-9 1243 田 〇 〇
穂高柏原 2164-1 727 田 〇
穂高柏原 4529-5 956 田 〇
穂高柏原 4530-1 949 田 〇
穂高柏原 5460 1664 田 〇
穂高牧 1380 2543 畑 〇 〇
穂高牧 1395-5 686 畑 〇 〇
穂高牧 1400 800 畑 〇 〇
穂高牧 2322-1 7298 畑 〇 〇
三郷小倉 2817 5597 畑 〇 〇
三郷温 1286 2284 畑 〇 〇
三郷温 1568-1 1330 田 〇 〇
三郷温 6171-1 343 畑 〇 〇
堀金烏川 2060-6 684 田 〇 〇
堀金三田 1142-1 1178 田 〇
堀金三田 2351-1 740 田 〇 〇
堀金三田 3142-2 399 畑 〇 〇
堀金三田 3453 947 畑 〇
明科中川手 3245-1 631 田 〇 〇
明科中川手 3640-1 321 畑 〇 〇
明科中川手 3640-2 100 畑 〇 〇
明科東川手 372-5 109 田 〇 〇
明科東川手 372-6 963 田 〇 〇

　農地を適切に管理しないまま放置すると、雑草の繁茂や病害虫の発生、有害鳥獣の侵入・
繁殖、ゴミの不法投棄や火災の原因になり、周辺農地はもとより、生活環境に悪影響を及ぼ
す恐れがあります。
　定期的な草刈り等の適正な管理をお願いします。
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安曇野市農業委員会だより

以
前
読
ん
だ
旅
行
雑
誌
で
、
安
曇
野
市
の
魅
力
の
一
つ
に

「
北
ア
ル
プ
ス
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
と
、
そ
こ
に
広
が
る
田
園

風
景
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
普
段
そ
の
中
で
生
活

す
る
私
に
と
っ
て
「
そ
れ
が
魅
力
？
」
と
思
っ
た
こ
と
を
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
と
し
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
う
よ
う
に

な
り
、
き
れ
い
に
作
付
さ
れ
た
ほ
場
や
丁
寧
に
行
わ
れ
て
い

る
畔
草
の
管
理
な
ど
を
見
る
と
、
生
産
者
の
日
々
の
努
力
や

苦
労
し
た
作
業
の
一
つ
一
つ
が
重
な
り
合
っ
て
、
こ
の
魅
力

あ
る
田
園
風
景
の
一
部
を
映
し
出
し
て
い
る
ん
だ
な
と
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
冊
子
を
通
し
て
、

農
業
に
関
す
る
こ
と
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
責　
望
月　
慎
二

【
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
長　
中
野　
隆
洋

　
　
　
　
　
　
　
委
員　
渡
辺　
由
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
〃　
細
萱　
美
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
〃　
平
林　
明
美

　
　
　
　
　
　
　
　
〃　
加
島
美
智
代

　
　
　
　
　
　
　
　
〃　
髙
山　
万
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
〃　
望
月　
慎
二

　
　
　
　
　
　
　
　
〃　
堀
内　
伸
一

編

集

後

記

農業者年金に加入しませんか？
農業者年金ってどんな制度？

詳しくは、安曇野市役所２F 18番窓口【安曇野市農業委員会事務局】へ。
JAあづみ・松本ハイランド各支所で加入ができます。

農業者年金基金

自分のために老後の年金を積み立てる公的な制度です。
国の機関である独立行政法人農業者年金基金が運営しています。

加入　
年齢

納付　
期間 納付総額

男性
支給年金年額
（65歳時点）

65～ 86.5 歳ま
での受給総額

20歳 40年 9,600,000 890,700 19,150,100 

【保険料月額67,000円で普通加入、運用利回り3.05％の場合】

加入　
年齢

納付　
期間 納付総額

男性
支給年金年額
（65歳時点）

65～ 86.5 歳　　
までの受給総額　

40歳 20年 16,080,000 1,117,100 24,017,700 

将来いくらもらえるの？《受取見込み額の試算》
【保険料月額20,000円で普通加入、運用利回り3.05％の場合】

＊試算の前提（運用利回り3.05％は、平成14～令和5年度の平均運用実績
で計算。）

積み立てている期間は、支払う税金
の額を下げることができます。

農業者年金の加入要件（加入できる方）
次の 3つを満たす方が加入できます。農業者なら広く加入できます。

１１ ２２

３３

①積み立て
自分で決めた額を積み立てます。
月額保険料:
基本20,000円～67,000円
※35歳未満で、政策支援加入
　の対象とならない方は
　10,000円～。

②運用管理
独立行政法人農業者年金
基金が一元的に運用管理
します。
・H14年度~R6年度の
平均運用利回り
2.89%

③受け取り
65歳から75歳未満で本
人が請求。
(60歳~64歳で繰上げし
て請求・受け取りも可能)
終身年金。

年間60日以上
農業に
従事する方

20歳以上
60歳未満の方

国民年金の
第1号被保険者

さらに、60歳以上65歳
未満の国民年金の任
意加入者※の加入で

きます。

ご自身が第1号被保険者に
該当するかについては、市
役所・役場内の国民年金
担当窓口で確認
できます

※国民年金の任意加入者
とは、国民年金の保険料
納付済み期間が 480 月
に満たない方で、年金額
の充実を目的として、国
民年金に任意で加入して
いる方をいいます。

＋プラス

国民年金の付加年金（保険料：月額400円）の加入が必要です


